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まもるくんⅡのネズミ撃退メカニズム
超音波・衝撃波とその安全性

　■超音波とは
　音波とは、「音を出す物が振動することにより、その周囲に伝わる波動」のこと
を言います。個人差や、その日の体調などにより異なりますが、人間の耳に聞こえ
る周波数は、おおよそ 30Hz ～ 20kHz 程度と言われており、これを可聴周波と言
います。これより高い周波数の音波、つまり「人間の聴覚器官では捉えられない周
波数の高い音波」のことを超音波と言います。逆に、可聴周波より低い周波数の音
波、つまり「人間の聴覚器官では捉えられない周波数の低い音波」のことを低周波
と言います。以上が、狭義での超音波の定義です。しかし、広義の意味では、「人
間の耳で直接聞くことを目的としない音波」のことを超音波とも言います。つまり、
20kHz 以下の音波でも、それが直接聞くことを目的としないものならば、それも超
音波ということになります。

　■超音波・衝撃波の安全性
　音の大きさは、その圧力または常用対数を用いたデジベル値で表される。人
間が聞くことのできる最も小さな音は、およそ 20 μ Pa（音圧レベル０dB re 
20 μ Pa）である。音圧レベルが 85dB を越える音を長期間聞きつづけると、耳
鳴りや難聴などの聴覚障害を引き起こすことがある。また 130dB では人間の聴覚
が安全に耐えうる限界を越え、重篤な痛みや永続的障害の原因となりうる。
　まもるくんⅡは、ハンドブックデータにもあるように、人間の聴覚が安全に耐え
うる限界値 130dB 以下を保つ 105dB を最大とし、音圧を制御しています。また
装置により 1m の地点で最大 105dB の音圧ですが、取り付けに際しては、音圧測
定機により音圧レベルを 70dB 以下に設定し、かつタイマー制御により、人体に直
接音圧を与えないように設置することで安全性には十分考慮しております。
　商品の安全性に関しましては、経済産業省商務情報制作局製品安全課様より、安
全基準に関する指導を受け、安全である条件をまもるくんⅡは、クリアしております。

　■衝撃波とは
　衝撃波（Shock Wave）は、媒質中（気体・液体・固体のいずれも含む）を圧力・
温度・密度・速度などの変化が伝播する圧力波の一種である。衝撃波は変化の過程
が不連続であり、媒質中の音速よりも速い速度、すなわち超音速で伝播する。衝撃
波は圧縮波であり、衝撃波の後方では前方に比べて圧力・温度密度ともに上昇する。
衝撃波は媒質中を超音速で移動する物体の周りに発生する。
　まもるくんⅡの衝撃波は、超音波を発生させる延長線上にあります。超音波によ
るネズミ撃退効果は一時的なもので、効果はネズミが学習することで持続しません。
そこで、超音波発生中に不連続な音圧による衝撃波を加えることで、ネズミの学習
をできなくし、長期にわたり効果の持続を実現しました。

※詳細は、『ネズミ撃退ハンドブック』実験・測定データ（東京都立産業技術研究センター）を
参照してください。
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図 1　音響周波とその関係

項　　目 まもるくんⅡ 従来製品

性
特
数
波
周

設定周波数 ８～ 40KHz 可変 20KHz 固定
周波数可変 ランダムに± 3KHz の範囲で自動可変させ

る
ツマミにより発振時間を可変させるも
ので周波数の可変はできない

可変方法 自動連続可変 手動にて定期的に可変させる
衝撃波 衝撃波をランダムに発生させている

（特許申請中）
なし

音圧（実測値） 装置正面 1m にて 95dB 以上
ランダム可変

装置正面 1m にて 80 ～ 90dB
一定音圧

果

　
　
　効

帰巣性 周波数、音圧をランダムに可変させること
により慣れを防ぎ、かつ衝撃波により聴覚
を通じて脳へ衝撃を与える。そのため慣れ
ることがなく、再び戻って来ることもない。

一定周波数であるため、使用当初には
効果があるが、次第に慣れてしまうた
め、逃げたネズミが帰ってきてしまい、
再び逃げ出すようなことをしなくな
る。

種類別効果 ネズミの種類に関係なく撃退できる。
　家ネズミ 20KHz　　クマネズミ 15 ～ 20KHz
　ドブネズミ 10 ～ 15KHz

周波数が固定されているため撃退でき
ないネズミもいる。

ネズミに対する影響 長時間聞いていると神経を侵されるため、
自分の尻尾や足などをかじったり、共食い
するような行動を起こす。

効果がなかったり、慣れてしまうため
通常と同じ行動をする。

■他製品との性能比較

❶ ネズミを駆逐する画期的ネズミ撃退器「まもるくんⅡ」
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　ネズミ撃退器「まもるくんⅡ」は、超音波 + 衝撃波でネズミにショックをあたえると
同時に、ネズミの知覚を麻痺させます。これによって室内からネズミを駆逐するととも
に、外部からの侵入も遮断する最新式のネズミ撃退器です。

　住居やオフィス、商店、厨房などの設備が近代的になるとともに、ネズミが私たちの
目に触れることは少なくなっています。しかし実際は、ネズミによる被害は年々深刻
化しているのです。電話線やコンピュータの配線をネズミにかじられるという被害
は、最近、頻繁に発生しています。その損害や及ぼす影響は、はかりしれないものが
あります。
　また、ネズミはラッサ熱、ペスト、ツツガムシ病など 20 数種類もの伝染病を媒介し、
全身が病気の巣ともいえる不潔な存在です。さらに、上記の直接的な被害のほかに、
清潔さが使命である飲食店、ホテル、病院、商店などでは、糞尿など、ネズミの存在の
痕跡が、営業イメージに決定的な悪影響を与えてしまいます。
　このネズミを退治するものとして、殺鼠剤がありますが、ネズミを殺すのみでなく、
人間やペットにも危険という欠点があり、衛生上も好ましくありません。また、ネズミ取
りでは効率が悪く、さらに捕獲したネズミの処理も大変です。
　そこで登場したのが、超音波 + 衝撃波方式です。当社が開発した最新式ネズミ撃退器

「まもるくんⅡ」は、従来の超音波方式とは異なり、衝撃波を加えることで、ネズミの
知覚を麻痺させてしまうという、決定的なネズミ撃退器でです。その効能は、公的機関
や大学研究室で証明されています。13～38 ページを参照してください。

ちゅうぼう
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■画期的な衝撃波によって、ネズミの知覚神経に直接ショックを与えます。
（特許申請中）

■断続発振の衝撃波で、ネズミの慣れを許しません。
■オプションで子機との接続も可能です。親機と子機 3 台で包囲すること

により、より効果を上げることができます。
■コンセントに差し込むだけで作動可能です。取り付けに際しての面倒な作

業はとくにありません。操作も簡単です。
■電気代は、1 か月 24 時間連続使用の場合でも、家庭用で約 50 円（東京

電力）と経済的です。

■殺鼠剤が使えない食品工場、飼料工場、製薬会社、一般家庭など。
■ネズミの糞尿などの汚染被害を受けているデパート、スーパー、飲食店、

ホテル、病院など。
■ネズミに商品をかじられる被害を受けている、倉庫、家具店、食料品店、

米穀店、衣料品店、博物館など。
■ネズミが電線をかじることによる漏電などの被害を受けている変電所、電

算室、電話交換室など。
■地下鉄、船舶、ビニールハウス、ドライブインなど。

■セットの仕方 ■有効範囲

　❷ 「まもるくんⅡ」の取り扱いは簡単

60°　10m        14m

ネズミが留まれない範囲

ネズミが長時間留まれない範囲
（粘着版や捕獲機などに容易にかかる範囲）

3
.5

m
 

5
.5

m

　❸ こういう場所で効果を発揮します

これでセット OK です。

ピー ピー ピー ピー 

ピ ピ ピ 鳴り止む

右いっぱいに
まわす

少し左に
もどす
少し音がでる

少し右に
まわす

● コンセントを
　入れる

●スイッチを ON にすると
　ランプ点灯する

■東京都立工業技術センター実験結果報告書　成績証明書①　 270/1
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た。これは、1）先の短時間ストレスの変化が、比較的小さかったこと、2）ケー
ジ挿入直後の種々の環境変化が血圧値を変化させてしまうことの 2 点を考
慮した結果である。30 分の安静中の後半部の血圧値を基準値とし、負荷中
および負荷後の変化について検討した。10 例の平均値は、負荷後 2 分経過
時より最高血圧値で 20mmHg、平均血圧で 15mmHg と、非常に大きく
上昇し、14 分間の負荷中、穏やかな血圧上昇が続いた。負荷解除直前では、
最高血圧値約 35mmHg、平均血圧約 20mmHg の上昇を認めた。この変
化はラット血圧の通常の生理的変化を著しく上回るもので、本器による音波、
衝撃波刺激が交感神経の著しい興奮をもたらすものであることが示された。
　一方、心拍数についても 14 分後に、毎分 50 拍上昇した。統計的に見ると、
血圧については有意であったが、心拍数については個体差が大きく、本例数
では有意とは言えなかった。以上の結果は本ストレスの効果が、全身血管の
緊張を特徴的に誘起することを示しており、本器がラットに対して不快な刺
激を与えていることが示唆される。
　また、負荷解除後、これらの変化は安静時の値に戻ることがなく、負荷後
10 分間のデータでは、不変、また上昇の傾向を示した。これらが、どのよ
うな機序によるものかについては、データが必ずしも十分ではないが、本器
によるストレスの持続性が長いものであることが認められた。
　さらに、本実験中、負荷後に血圧上昇の特に著しい 2 例については、10
分経過前に死に至ったことを付記する。

4. 超音波・衝撃波ストレス負荷に対するラットの反応
　前述の実験結果から明らかなように、本器による負荷はラットに大きなス
トレス負荷を与える。特に血圧応答から自律神経系を介した全身反応を呈す
ることが示唆される。このことはラットに、少なくとも不快な刺激を加えた
ことを意味し、これに対する自己防衛反応として極度の緊張状態を示したも
のと解釈できる。すなわち、本実験においてはラットはケージ内に固定され
たため、逃避行動をとることができず、異常な血圧上昇を呈したが、ケージ
が存在しない条件下では、速やかに超音波・衝撃波の影響を受けない範囲へ
逃避するものとおもわれる。あるいは、その場で、防衛行動をとることも考
えられるが、何れにしてもこのようなストレスを長時間受け続けることは、
ラットに対し、生理的な負担が著しく大きくなるため、繁殖能力の低下、共
食いなどの異常行動、等種々の反応を引き起こす原因となろう。以上の観点
から、本器はラットの撃退器として有効であると判断できる。

■ example　　　　　　　　　　　超音波ストレスによるネズミの血圧変化　2006/8/16（雌 -8）
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音波、衝撃波ストレスによるラット尾動脈血圧の変化
杏林大学医学部第二生理学教室教授　嶋津秀昭

　杏林大学実験結果報告書

1. 目的
　音波および衝撃波負荷によるラット撃退器のラット循環動態へ及ぼすスト
レス、尾動脈血圧、および心拍数の変化として定量化し、本器の実用上の効
果を検討した。

2. 実験の方法
2-1. 短時間のストレス
　雄・雌各 5 匹のラットを尾動脈血圧測定用ケージに入れ、約 10 分間の
加熱（36℃）の後、10 分間の安静状態で 2 分毎の血圧、心拍数計測を行った。
血圧値の安定を確認した後、本器によるストレスを 2 分間与えた。音波は、
可聴音および超音波についてそれぞれ実験を行い、周波数の影響についても
検討した。2 分間の負荷中に、2 回の血圧測定を行い、負荷解除後さらに数
分間血圧計測を続けた。血圧測定にはウエダ製作所製UR1000を使用した。

2-2. 長時間ストレス
　雄・雌各 5 匹のラットを先の実験と同様にケージに挿入し、10 分間の加
熱後、30 分間の安静、14 分間の負荷、10 分間の安静状態で、血圧、心
拍数の計測を行った。負荷前の 30 分間では 5 分毎、負荷中および負荷後
については 2 分毎の測定を行った。

3. 血圧、心拍数の応答
3-1. 短時間ストレス
3-1-1. 血圧応答
　ケージへ挿入後、10 分間の安静で血圧はほぼ安定した。ストレスを加え
ると、血圧は平均約 10mmHg 上昇し、1 ～ 2 分後やや下降した。ストレ
スを解除すると、血圧は安静時と同程度に戻ったが、その後徐々に上昇す
る傾向を示した。本実験においては、ラット血圧変化は大きな個体差を有
し、なかには殆ど変化を認めないものもあったが、変化の著しいものでは
30mmHg 以上上昇するものもあった。

3-1-2. 音波周波数による応答の差
　前記の実験は可聴音（ポジション 2）および超音波（ポジション 6）の 2
種の負荷で行った。血圧の変化は、何れの負荷においてもほぼ同様であり、
それぞれの負荷の間に有意な差は認められなかった。ただし、この結果につ
いては例数が少ないため、さらに詳細な検討が必要と思われる。

3-2. 長時間ストレス
　本実験においては、ストレス負荷前の安静時間を 30 分と比較的長くとっ
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熱後、30 分間の安静、14 分間の負荷、10 分間の安静状態で、血圧、心
拍数の計測を行った。負荷前の 30 分間では 5 分毎、負荷中および負荷後
については 2 分毎の測定を行った。
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3-1. 短時間ストレス
3-1-1. 血圧応答
　ケージへ挿入後、10 分間の安静で血圧はほぼ安定した。ストレスを加え
ると、血圧は平均約 10mmHg 上昇し、1 ～ 2 分後やや下降した。ストレ
スを解除すると、血圧は安静時と同程度に戻ったが、その後徐々に上昇す
る傾向を示した。本実験においては、ラット血圧変化は大きな個体差を有
し、なかには殆ど変化を認めないものもあったが、変化の著しいものでは
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■超音波ストレスによるネズミの血圧変化
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Ⅱ
導
入
事
例

■
導
入
事
例

　
国
立
茨
城
大
学
農
学
部
付
属
農
場

　
茨
城
県
稲
敷
郡
阿
見
町

■
導
入
期
日
　
平
成
19
年
9月
9日

■
導
入
の
経
緯

　
収
穫
し
た
野
菜
や
穀
物
類
を
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
一
時
ス

ト
ッ
ク
し
て
い
る
が
毎
年
ネ
ズ
ミ
が
そ
れ
を
食
べ
に
や
っ
て

き
て
、被
害
が
多
大
で
対
策
に
ほ
と
ほ
と
手
を
焼
い
て
い
た
。

■
設
置
と
経
過

　
農
学
部
担
当
教
授
か
ら
の
要
請
で
“ま
も
る
く
ん
Ⅱ
”

（
業
務
用
NT
-1
）を
ハ
ウ
ス
に
設
置
す
る
。

　
設
置
後
米
を
主
に
野
菜
や
穀
物
類
を
ハ
ウ
ス
内
に
持

ち
込
ん
だ
。
20
日
前
後
で
ネ
ズ
ミ
の
出
没
も
な
く
な
り
、

被
害
な
い
事
を
確
認
で
き
た
。
担
当
教
授
か
ら
は

｢お
か
げ
さ
ま
で
ネ
ズ
ミ
の
被
害
を
受
け
る
事
な
く
、

順
調
に
仕
事
を
す
す
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
｣と

い
う
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
し
た
。
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